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（単位：百万円）

区分 予算額 決算額 差 額 備 考
（決算－予算）

収入
運営費交付金 ３，９２２ ３，９２２ ０
施設整備費補助金 １，７３２ １，７３２ ０
補助金等収入 ３２ ４４ １２ （注１）
国 立 大 学 財 務 ・ 経 営 セ ン タ

ー施設費交付金 ２５ ２５ ０
自己収入 １，１３７ １，１７３ ３６

授 業 料 、 入 学 料 及 び 検 定 １，１０４ １，１３１ ２７ （注２）
料収入

雑収入 ３３ ４２ ９ （注３）
産 学 連 携 等 研 究 収 入 及 び 寄 １２４ １３３ ９ （注４）

附金収入等
目的積立金取崩 ７７ ７０ △７ （注５）

計 ７，０４９ ７，０９９ ５０

支出
業務費 ４，３６７ ４，３７１ ４ （注６）

教育研究経費 ４，３６７ ４，３７１ ４
一般管理費 ７６９ ７２５ △４４ （注７）
施設整備費 １，７５７ １，７５７ ０
補助金等 ３２ ４４ １２ （注８）
産 学 連 携 等 研 究 経 費 及 び 寄 １２４ １５０ ２６ （注９）

附金事業費等
計 ７，０４９ ７，０４７ △２

収入－支出 ０ ５２ ５２

○予算と決算の差異について
（注１）補助金等収入については、大学改革補助金による事業を追加で実施したことによ

り、予算額に比して決算額が１２百万円多額となっています。
（注２）授業料、入学料及び検定料収入については、在籍者等の増のため、予算額に比し

て決算額が２７百万円多額となっています。
（注３）雑収入については、主として財産貸付料収入の増により、予算額に比して決算額

が９百万円多額となっています。
（注４）当初予定していなかった国からの事業の委託を受けたため、予算額に比して決算

額が９百万円多額となっています。
（注５）当初予定していた目的積立金による事業について、競争入札の実施等により経費

節減に努めたため、予算額に比して決算額が７百万円少額となっています。
（注６）教育研究経費については、教育施設修繕経費の増により、予算額に比して決算額

が４百万円多額となっています。
（注７）一般管理費については、職員人件費の削減に努めたため、予算額に比して決算額

が４４百万円少額となっています。
（注８ （注１）に示した理由により、予算額に比して決算額が１２百万円多額となって）

います。
（注９ （注４）に示した理由及び、前年度以前に受け入れた寄附金を使用したため、予）

算額に比して決算額が２６百万円多額となっています。


